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【貧血-臨床の必須から先端医療まで】
造血要素の欠乏による貧血
鉄欠乏性貧血(鉄過剰症を含む)

鳥本悦宏, 高後 裕
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特集園貧血一臨床の必須から先端医療まで

ばれる．老廃赤血球はマクロファージなどの網

内系細胞によって貧食・分解され，生じた鉄イ

オンは，再び血中のＴｆに渡され再利用される．

このように鉄は，消化管から吸収されるのみで，

積極的に体外へ排出する経路がなく，皮層や消

化管上皮が脱落する際に約'mgほどのわずかな

量が失われる，いわば閉鎖回路を形成している．

この喪失分を補うには，腸管からの鉄の吸収率

は約'0％であるので，成人男性では約'0mgの鉄

量を食物中の鉄分の形で摂取する必要がある．

成人女性では，月経による鉄の喪失があるため

１日2mg，妊娠中の女性では胎児への鉄補給が加

わるため１日3mgの鉄が必要である．

１．鉄供給不足

食物の摂取量不足によるIDAは少ないが，偏

食やダイエット食のため，鉄摂取量が不足する

ことはある．肉類や魚などに含まれるいわゆる

ヘム鉄（Hb鉄，ミオグロビン鉄）はよく吸収

されるが，それ以外の非ヘム鉄は糖，アミノ酸

などにゆるく結合したFe3+の形で存在し，胃酸

によりFe2+となって吸収されるため，胃切除術

をうけた患者や低（無）酸症の患者，また，鉄

吸収部位をバイパスするような手術を受けた患

者ではしばしば鉄欠乏状態となる．

造血要素の欠乏による貧血

鉄欠乏'性貧血（鉄過剰症を含む）

烏本悦宏＊・高後裕**:…蕊…

鉄は，古くより赤血球造血に重要な物質とし

て知られ，貧血治療に200年以上前から用いら

れてきた．鉄の慢性的不足により，ヘモグロビ

ン（Hb）合成が低下することによる貧血を鉄

欠乏性貧血（irondeficiencyanemia：IDA）と

よぶ．ＩＤＡは血液疾患のなかでは最もポピュラ

ーな疾患で，内科のみならず小児科，外科，産

婦人科などで遭遇する機会も多い．本稿では，

最近の鉄代謝に関する知見を加えて紹介したい．
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Ｉ鉄欠乏とその要因

HFE／Ｎｒａｍｐ２／フェリチン／トランスフェリン／トランスフェリン受容体
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鉄は健常成人で生体に3,000～5,000mg存在し，

その約65％がHbに結合した鉄で，約30％が肝

臓などのフェリチンやヘモシデリンに結合した

鉄（貯蔵鉄)，一部が血中でトランスフェリン

(Tf）に結合した鉄（血清鉄）や，ミオグロビ

ン，各種ヘム酵素などに結合している鉄である．

十二指腸から上部空腸で吸収された鉄は，血清

中のTfと結合し，鉄をフェリチンとして貯蔵す

る肝と，鉄をＨｂ合成により利用する骨髄に運
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